
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都財政悪化、列島改造の地価騰貴も重

なって買収は断念(1978 年)、九死に一

生を得たのです。 

 12 住区に土地提供、コース改変 

府中CCは都知事の動きとは別に80

年代初頭にかけ延3万坪を提供します。

①コース入場路・中澤池公園と、コース

内の赤道(あかみち)・旧農道の 1 万坪

を国や市と等積交換、②公団公社に

No3～6、13、15～16 ホール外周の 1.5

万坪を譲渡(1968～71 年)、③No3 左下

のエステート中沢予定地に 6,687 ㎡譲

渡(1991 年)。またNo13 ホールに貫入

する京王線の振動と騒音を防ぐため同

ホールを左に嵩上げし、都と分担の防

球網 H10m・Ｌ100m(1983 年)と鳥籠

式ネット(2000 年)も追加します。 

最後に、京王電鉄からのコース改変

補償 11 億円を活かしたクラブハウス

は、ラウンジやテラスの交流の場面も

想定されました。コースの品格、おも

てなし、CO２吸収の緑地景観、高額の

地方税負担の企業価値を勘案いただけ

れば一会員としても幸いです。 （了） 

参考資料：『多摩市史』、峰岸松三 1988『落合ので

きごと覚書』、『府中ＣＣ60 年の歩み』 
※府中ＣＣに関する記述には個人的見解を含みます 

れた証文も示しました。貝取村はこれ

に真っ向から反論し、古文書は焼失し

ているものの、貝取村が昔から独立し

た村だったと主張します。 

寺方村は、ここで  乞田村大福寺」と

書かれた古文書を提出します。貝取村

の大福寺が 乞田村」と表記されている

ことが、貝取村がかつて乞田村であっ

たことの証だと主張したのです。 

しかし、貝取村はこれを 書き間違

い」と一蹴し、 開取村」 貝取郷」の文

字が入った阿津間大権現と大福寺の棟

札や、 貝取村」の記載のある天正 18

年(1590)の制禁書を提出しました。評

定所の手代たちによる実地検分を経

て、判決は貝取村の勝訴となりました。 

 貝取村や寺方村が乞田村の一部で

あった」という寺方村の主張は、もとも

と村々が中世の関戸郷の一部であった

ことを示したものと捉えられます。し

かし、江戸時代に村が独立性を強めて

いく中、入会地への出入りの慣行も見

直される過程にありました。貝取村は

この訴訟によって独立村としての立ち

位置を強めていったとみられます。 

とはいえ事態は決着せず、この後も

入会地を巡る争いは続いていったので

す。 

参考文献： 『多摩市史史史 Ⅰ』、比留間一郎 1981

 18 世紀初期の秣野紛争－宝永 3 年貝
取村秣野出入一件覚－」（『府中市立郷土
館紀要』第 7号）、パルテノン多摩 2006

『多摩の里山』、同 2012 『 えた寺が語
るもの』 

現在、パルテノン多摩ミュージアム

で開催中の企画展 描かれた多摩」(～

11/20)では、貝取村と寺方村の 裁許

絵図」(レプリカ)を展示しています。こ

れは今から約 300 年前の宝永 4 年

(1707)につくられた、幅 2m 超の巨大

な絵図で、裏面には判決文と評定所の

役人たちの名前が記され、裁判用に作

られたことがわかります。絵図は 2 枚

あり、寺方村と貝取村双方の名主の家

に 1 枚ずつ残されていました。その作

成経緯は古文書で詳しく残されていま

す。今回は絵図作成の契機となった貝

取村と寺方村の争いの内容をみてみま

しょう。 

ある日、貝取村の者が、乞田村内の

 岩之入」という入会地(共有地)に入

ったところ、乞田村から鎌を取り上げ

られてしまいました。鎌が戻されない

なか、今度は寺方村の人々が貝取村域

の  貝取野」に入り、貝取村が鎌を取り

あげる事態となります。寺方村は２人

の大将を立て、馬で貝取野に乗り込み

ましたが、貝取村の人々も棒で応戦し

たため鎌を差し出して退却しました。 

これがきっかけで訴訟が始まりま

す。寺方村は 貝取村と寺方村はもと

もと乞田村の一部なので、以前から互

いに入会地に立ち入っていた」と主張

し、正保２年(1645)に幕府から与えら 

 

 

 

 

 

 

 

農業否定の都市計画に農民は反発 

“首都整備局の 15 万人都市構想“(前

号)は規模不足、多摩村の農業近代化は

困難とした建設省は、由木・稲城に広域

化した 南多摩総合都市計画」を発表

(1963 年)、公団・都住宅公社には用地

の強制買収権を与えます(新住法)。こ

れに農林省要綱の買収基準・集団畜産・

離農者の生活再建支援が加味され 多

摩ニュータウン開発計画 1965」

(3,014ha、11 万戸 41万人)となります。 

しかし農家は土地を失うのに米軍弾

薬庫やゴルフ場はなぜ存続か？との

“農民の驚き、血の叫び”(峰岸松三)に、

都は区画整理で 210ha の農地を確保と

軟化しますが、農営を願う 758 名の住

民は 区画整理反対請願書」を発し、河

川沿い道路の減歩圧縮、農地移転の補

償を求めたのでした。 

府中ＣＣ買収の危機 

そのさなかに誕生の美濃部都知事

は、東京問題調査会の報告から 農民だ

けに犠牲を求めずゴルフ場も買収す

る」とぶち上げ(1967 年)、大ロンドン

田園都市計画のロブソン教授の第二次

報告(職住近接論)をもとに、府中ＣＣ

買収跡地を都のサービスセンターにす

ると声明(1969 年)、練習場への転身か

移転をほのめかします。府中ＣＣの命

脈は尽き欠けますが、福祉支出等での 
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橋 場 万 里 子  多摩の歴史さんぽ（４０） 

 

 入会地を巡る争い 貝取村と寺方村の裁許絵図をめぐって ① 

 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化
振興財団)学芸員。東京都立大学、東京医療
学院大学非常勤講師。 

多摩ニュータウン開発と府中カントリークラブ（４） 

ニュータウンとの共生－コース改変と土地提供 

 

大福寺への道(部分) 昭和 51年(1976)頃か／崎川修氏撮影 

梶 ケ 野  彰 

筆者紹介：梶ケ野 彰(かじがの あきら) 
府中カントリークラブ会員。1974 年信越
化学工業。塩ビの販売、環境広報、加工経
営。2022年退社。府中市在住。 

 

◆ ９月３０日(土)  開演１８：００ 開場 17：30 終演 19:30 ■ マリテス(ボーカル) 

（ボーカル） 
会  場 ： ロビー 

入場料 ： ￥５００  

定  員 ： 先着７０名 要予約（受付：８月２7 日（日）14：00～） 

曲  目 ： Autumn Ｌeaf、Night & Day 

        Ｍｙ Foolish Ｈeart ほか 

主  催 ： からきだ菖蒲館まつり実行委員会 

フィリピン出身。 幼少の頃よ

り数々のコンテストで優勝を

重ね、14歳でレコードデビュ

ー。 その後、来日し日本でジ

ャズボーカリストとして活

動。 これまでに、エディー・

ゴメス、ジミー・コブ、日野皓

正、といった世界的ミュージ

シャンとの共演も多い。 

with トリオ

■ 杉山
すぎやま

 慧
けい

 ■ 山崎
やまさき

 隼
はやと

 ■ 長田
な が た

 信慶
のぶよし

 
(オルガン) 

ロブソン教授の視察(1969年)パルテノン多摩所蔵 

クラブハウス(2022年 1月撮影) 

(ギター) (ドラム) 

Maritess
｢Wishing 
you a Merry 
Christmas｣  
YouTube 



                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

次号は 10 月 22 日 発行予定 

 

  

 

 

 

 
※問合せ：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、駅前広場や菖蒲館は四季折々、

様々な草花でいっぱいです。お気軽にご参加下さい。 

☆日 時： 9 月 16 日(土) 10:00～ 
     10 月 21 日(土) 10:00～ 

 

 

 

☆場 所：菖蒲館玄関前 

☆主 催：まちづくり部会 

※この活動は一般財団法人            の助成を受けています 

福祉なんでも相談会 

～ どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時： 9 月 19 日(火) 14:00～16:00 

     10 月 17 日(火) 14:00～16:00 

☆場 所：1 階第１会議室 ☆参加費無料(直接会場へ) 
☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 

     多摩センター地域包括支援センター 

交流サロン からきだ 囲碁・将棋の会 

 ～ どなたでも気軽にご参加ください ～ 

☆開催日： 9 月 4 日(月) 10 日(日)  19 日(火)  27 日(水) 

      10 月 2 日(月)  8 日(日)  17 日(火)  25 日(水) 
☆時 間：13:15～17:00 

～ “将棋 DAY” ～ 

☆開催日：9 月 16 日(土)、10 月 21 日(土) 

☆時 間：13:15～15:00 初心者指導教室 

     15:00～16:30 指導対局 

 

☆場 所：2 階第３会議室 ☆参加費：無料 

☆主 催：囲碁・将棋特別委員会 

スマートフォン相談会 

☆日 時：10 月 10 日(火) (受付  9 月 1 日 14:00～ 電話可) 

     11 月 14 日(火) (受付 10 月 1 日 14:00～ 電話可) 

☆募 集：①14:00～ ②14:30～ ③15:00～ ④15:30～ 

     両日とも 8 名(各回２名)  

☆場 所：2 階第３会議室 ☆参加費：無料 

☆対象者：多摩市在住の 65 歳以上の方 

☆主 催：健康・スポーツ部会、多摩市高齢支援課 
  ≪令和５年度多摩市高齢支援課共催事業≫ 

囲碁・将棋の会 共通 

言語・海外風土 座談会 

 ～ 第１回 ベネズエラ ～ 

☆日 時：10 月 7 日(土) 14:00～15:00 

☆場 所：第 3 会議室 

☆定 員：8～15 名(受付 8 月 27 日 14:00～9 月 30 日) 

☆内 容：在日ベネズエラの方に日本語で話を聞きます 

☆参加費：500 円  

☆主 催：文化部会 

～基本操作から 
キャッシュレス決済まで～ 

園児たちの作品展示 

～ ハロウィン kawaii 手形ア－ト ～ 

☆期 間：9 月 26 日(火) ～ 10 月 31 日(火) 
☆場 所：2 階エレベーター前 

☆作 品：りすのき保育園、おだ認定こども園の園児 

の手形がかわいいモンスターに変身 

☆主 催：文化部会 

  

  L-01 E wehilei lani フラサークル 
L-02 Ever Green Voce  
L-03 Hula Kiana 
L-04 Hula Kiana2 
L-05 Joy Fellows 
L-06 アクアブルー多摩キッズダンス 
L-07 アクアブルー多摩キッズチアダンス 
L-08 オハナクラス、ロケラニ 
L-09 オレンジノートアンサンブル 
L-10 キーボード アンダンテ 
L-11 コーラス TSUBASA 
L-12 コーラス虹 
L-13 ジュニア☆プラネット 
L-14 たまハープアンサンブル 
L-15 ホア ラウナ 
L-16 マーリエフラ 
L-17 らぴす von らずり 
L-18 耳長もみじ 
L-19 自彊術オリーブの会 
L-20 読み語り「物集女」 
L-21 南鶴牧小学校合唱団「Musical Notes」 

H-01 あむ・あむ 
H-02 ガーデニア・グレース〜暮らしを楽しむ会〜 

H-03 からきだ千の会 絵手紙教室 
H-04 フォトクラブ四季 
H-05 永山クラブ 
H-06 彩々クラブ 
H-07 植物画サークル ジニア 
H-08 多摩地区伝統文化いけばな親子教室 
H-09 大人のぬり絵サークル 
Z-01 あいクリニック中沢(血管年齢・体成分分析) 
Z-02 多摩市健康づくり推進員協議会 
Z-03 多摩市社会福祉協議会 

 

  児童館 

 

図書館 

 

１階ロビー ２階 ホール(展示)、第 2・3会議室 

※プログラムは９月中旬以降、
受付で配布します。 

 
日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 143 回 9 月 17 日(日) 9:00～11:00 

     第 144 回 10 月 22 日(日) 9:00～11:00 
毎月 1 回実施(原則第 3 日曜日)     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

「からきだの道の会」編 

「上落合村の歴史を歩く」 発刊記念イベント 

① 『上落合村の歴史』を読む会 

☆日 時：9 月 24 日(日) 14:00～15:30 
☆場 所：2 階ホール 

☆定 員：30 名 要予約(受付 8/27 14:00～ 電話可) 

☆講 師：浜橋克芳、近藤眞澄（からきだの道の会） 

☆主 催：広報部会、文化部会 

☆共 催：からきだの道の会 

② 『上落合村の歴史』を歩く会 

☆日 時：10 月 29 日(日)  
9:30 菖蒲館玄関前集合(菖蒲館戻り 12:00) 

     ※雨天の場合：11 月 5 日(日)に延期 

☆定 員：先着 20 名 要予約(受付 9/24 14:00～電話可) 

☆コース：菖蒲館⇒二反田公園⇒秋葉神社⇒寺ノ入⇒ 

南部地域病院⇒乞田川支流沿い⇒菖蒲館 

☆参加費：100 円 

☆持ち物：飲み物、雨具、歩きやすい服装 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

☆共 催：からきだの道の会 

今年も子どもたちが｢お店

やさん｣で大活躍します！ 

①リサイクル図書の配布 
(14 日・15 日) 

②雑誌付録の配布(15 日のみ) 


